
北緯33度37分
唐津市鎮西町加唐島エヌヲノ鼻北

東
経
129
度
44
分

　唐
津
市
鎮
西
町
馬
渡
島
尾
崎
沖
合
の
大
瀬

西

東
経
130
度
33
分

　鳥
栖
市
飯
田
町

東

北緯32度57分
藤津郡太良町竹崎 南

唐津市
487.60㎢
116,810人

武雄市
195.40㎢
47,770人

多久市
96.96㎢
18,378人

小城市
95.81㎢
43,500人

佐賀市
431.84㎢
232,444人

神埼市
125.13㎢
30,915人

鳥栖市
71.72㎢
74,436人

嬉野市
126.41㎢
25,813人 鹿島市

112.12㎢
27,928人

伊万里市
255.25㎢
53,099人

有田町
65.85㎢
19,104人

太良町
74.30㎢
8,031人

白石町
99.56㎢
22,108人

基山町
22.15㎢
17,383人

吉野ヶ里町
43.99㎢
16,253人

上峰町
12.80㎢
9,369人 みやき町

51.92㎢
25,311人

大町町
11.50㎢
6,199人

江北町
24.49㎢
9,556人

玄海町
35.92㎢
5,313人

武雄市
195.40㎢
47,770人

……

………

…………………

土地面積
人口

市町境界

佐賀県  政策部  広報広聴課

佐賀県ホームページ　　佐賀県　　　　検  索　 http://www.pref.saga.lg.jp/

TEL 0952-25-7351 FAX 0952-25-7263　      kouhou-kouchou@pref.saga.lg.jp

県木（クス）
県内では"川古（武雄市若
木）"のクスが一番大きく、
根まわり33m、樹齢は
3000年をこえると推定さ
れます。
（昭和41年9月指定）

県鳥（カササギ）
「カチガラス」とも呼ばれ、
佐賀平野を中心に生息し
ています。大正12年には
天然記念物に指定され、
保護鳥となっています。
（昭和40年5月指定）

県花（クスの花）
クスの花は5月に咲き、直
径が3～4㎜で、愛らしい
白ないし淡黄色をしてい
ます。
（昭和29年3月指定）

人口

世帯数

面積

‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥

県統計分析課「佐賀県の推計人口」（令和2年4月1日現在）

県統計分析課「佐賀県の推計人口」（令和2年4月1日現在）

国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」（令和元年10月1日現在）

809,720 人

314,102 世帯

2,440.70 ㎢

http://www.pref.saga.lg.jp/

サガン鳥栖（2020年のスローガン）

2020年度版 県政ガイド

もっと輝く佐賀県へ

　

佐賀さいこう！ビジョン2020

http://www.pref.saga.lg.jp/

もっと輝く佐賀県へ

目の不自由な方のための音声コード
音声コードは1.8cm角の中で約1,000文字の情報が記憶できるもので、
専用の読み取り機がコードを音声に変換し、文章内容を読み上げます。
左の切りかきは、目の不自由な方がコードのある場所を認識するためのものです。



人を大切に、
世界に誇れる佐賀づくり

県産品、街並みなどの「モノ」と、
社会のシステム、サービスなどの「コト」を
磨き上げ、新たな価値を付与することに

より、人のくらし、まち・地域を
心地よくし、豊かなもの

にします。

さが
デザイン
さが
デザイン

佐賀県にある「本物」の地域資源の
磨き上げや、女性が活躍する社会づくりの
推進などにより、雇用や新しいひとの
流れ、子育ての希望をかなえる
環境、時代に合った地域
社会を創り出し

ます。

さが創生さが創生

現場
現場第一 ミッション

本来の目的を
見失わない

プロセス
プロセスを
大切に

スポーツのチカラを活かす

人が輝く環境づくり

地域とつながる

佐賀らしいまちをつくる

魅力を伝える

宝を未来につなぐ

人の想いに寄り添う

子育てを支えあう

くらしを守る

2020年度県の主な取組の紹介

p 3

p 5

p 7

p 9

p12

p15

p18 

p21

p23

佐賀県のすがた p25

CONTENTS－目次

　今年は新型コロナウイルス感染症が世界中で広がりました。外出自粛や休業要請に

ご協力いただいた皆様、学校の休校でたくさんの我慢をしてくれた子どもたち、厳しい

状況の中、現場を支えていただいた医療関係者の方々、この難局を乗り越えるために

一丸となって頑張っていただいている県民の皆様に心から感謝申し上げます。

　コロナ対応を迫られている社会、収束後の社会は、大きく変わっていきます。佐賀県

は、地域の強みを活かしながら、新しい時代に向かって、佐賀ならではの構想力を持

ち、創造性を発揮し、団結していくことを大切にしていきたいと考えています。

　引き続き、皆様の声をお聞きし、痛みに寄り添い、「人を大切に、世界に誇れる佐賀

づくり」に力を尽くしていきますので、チーム佐賀、オール佐賀で、ともに乗り越え、新し

い時代への一歩を踏み出していきましょう。

　佐賀さいこう！

佐賀県知事 山口 祥義
よしのり

政策推進の視点

県政運営の
キーワード

この冊子では、2020年度の佐賀県の主な取組を皆様にご紹介します。
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sports

お問い合せ先

デ
ミ
ー
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」に
お
い
て
、国
内
の
一
流
指

導
者
を
定
期
的
に
招
へ
い
し
、県
内
の
指
導
者

と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
指
導
す
る「
競
技
伴
走
型

支
援
」の
体
制
を
構
築
。選
手
た
ち
が
全
国
大

会
で
の
活
躍
を
果
た
す
な
ど
、指
導
の
成
果
が

表
れ
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
の
世
界
大
会
で
活
躍
す
る
選
手
や
全
国
大

会
の
上
位
入
賞
者
な
ど
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、就
職
支
援
で
は
、社
会
人
ア
ス
リ
ー

ト
と
県
内
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う「
Ｓ
Ｓ

Ｐ
ア
ス
リ
ー
ト
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
事
業
」に
よ
り
、佐

賀
で
働
き
な
が
ら
競
技
を
続
け
て
い
る
選
手
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５（
２
０
２
３
）年
、国
民
体
育
大
会
が

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
変
わ
る
最
初
の
大
会
が

佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

２
０
２
３
」（
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第

23
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）は
、名
称

が「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

た
、こ
れ
ま
で
に
な
い
大
会
を
目
指
し
ま
す
。現

在
、「
I
Ｄ
Ｅ
Ａ(

ア
イ
デ
ア)

２
０
２
３
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
中
で
す
。
〝
体
育
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
に
変
わ
る
今
、皆
で
何
が
で
き
る
か
〞

に
つ
い
て
、皆
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
一
緒
に
、新
し
い
大
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
！

　
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
各
種
競
技
種
目
の

体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　
教
室
で
は
、全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
正
式
種

目
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
競
技
の
普
及
や

選
手
の
発
掘
を
図
り
、

「
S
A
G
A
２
０
２
３
」

で
の
全
種
目
出
場
を
目
指

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、（
一
社
）佐
賀
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
と
協
力
し
、競
技
種
目
だ
け
で
な
く
、い

ろ
ん
な
種
目
を
気
軽
に
体
験
で
き
る
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

S
A
G
A
２
０
２
３
が
開
催
さ
れ
た
後
も
、障

害
の
有
る
無
し
に
関
わ
ら
ず
、誰
も
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
３
」を
契
機
に
、県
で
は
、

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク（
総
合
運
動
場
・

総
合
体
育
館
エ
リ
ア
）の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、ボ
ク
シ
ン
グ
場
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

場
や
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場「
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
レ
ン
ジ
」が
完
成
し
ま
し
た
。現
在
は
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
多
目
的
に
活
用
で
き
る

約
８
，４
０
０
席
規
模

の
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア

リ
ー
ナ
」や
国
際
大

会
の
開
催
も
可
能
な

水
泳
場「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

ア
ク
ア
」な
ど
の
建

設
工
事
を
行
っ
て
い

　
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、そ
の
輪
が
広

が
る
こ
と
で
、一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
れ
る
よ

う
な
ま
ち
を
つ
く
り
た
い―

「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス

ポ
ー
ツ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）構
想
」は
、そ
ん

な
思
い
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
」

で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
〝
す
る
・
育
て
る
・
観
る
・
支

え
る
〞
と
い
っ
た
多
様
な
楽
し
み
方
が
で
き
る

よ
う
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も

に
、ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
た
め
、

「
人
材
育
成
」「
練
習
環
境
の
充
実
」「
就
職
支
援
」

の
３
分
野
を
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ー
ト
ア
カ

１【SSP構想】 SSP推進グループ ☎0952-25-7345      ssp-g@pref.saga.lg.jp　 SSP公式       https://ssp.saga.jp/
２【SAGA2023】 SAGA2023総務企画課 ☎0952-25-7322      saga2023soumu@pref.saga.lg.jp
                           SAGA2023公式       https://www.saga2023.jp
                           　　     https://www.facebook.com/2023saga/ 　　　 https://www.instagram.com/saga_2023/
                           　　     https://www.twitter.com/saga_2023

３【障害者スポーツ】 スポーツ課 ☎0952-25-7331      sports@pref.saga.lg.jp
                                佐賀県障がい者スポーツ協会        https://sasyouspo.sakura.ne.jo 　　　  https://www.instagram.com/saga.spokyo/
                                佐賀県競技力向上推進本部 　　　https://www.facebook.com/all.saga.35
４【SAGAサンライズパーク】 SAGAサンライズパーク整備推進課 ☎0952-25-7482      sunrisepark@pref.saga.lg.jp
　　　　　　　　　　         SAGAサンライズパーク整備事業       https://www.pref.saga.lg.jp/list03887.html

お問い合せ先

ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を

活
か
し
た
人
づ
く
り・

地
域
づ
く
り「
Ｓ
Ｓ
Ｐ
構
想
」

1

み
ん
な
で
つ
く
る

「
S
A
G
A 

2
0
2
3
」

ニ
ー
マ
ル
ニ
ー
サ
ン

サ
　
　ガ

URL

URL

URL

URL

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
！

3

2

facebook

スポーツのチカラを
活かす

facebook

twitter

ま
す
。

　
県
民
の
夢
や
感
動
を
生
み
出
す
ス
ポ
ー
ツ
の

一
大
拠
点
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
、

佐
賀
県
の
未
来
を
切

り
拓
く『
さ
が
躍

動
』の
象
徴
的

エ
リ
ア
に
な
る

こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

新
た
な
交
流
を
生
む

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

新
た
な
交
流
を
生
む

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

4

SAGAサンライズパーク完成イメージ
SAGAアリーナ

内部イメージ

アリーナ入口
イメージ図

instagram

instagram
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に
、企
業
の
魅
力
を
伝

え
る
企
業
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
や
既
就
職

者
の
就
職（
転
職
）に
つ

い
て
は
、就
職
支
援
サ

イ
ト「
さ
が
就
活
ナ
ビ
」

や「
さ
が
U
タ
ー
ン
ナ

ビ
」に
よ
る
情
報
発
信
、就
職
支
援
施
設「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
相
談

な
ど
の
ほ
か
、県
内
企
業
と
の
交
流
会
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ

企
業
説
明
会
の
開
催
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
の
支
援
、

県
外
進
学
者
や
在
住
者
の
県
内
就
職
活
動
の
た

め
の
交
通
費
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、佐
賀
県
の
し
ご
と
相
談
室
で
は
、県
外

在
住
者
に
対
し
て
、さ
が
移
住
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
に
よ
る
移
住
支
援
と
あ
わ
せ
て
県
内
企
業
へ

の
就
職
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、若
者
が
佐
賀
で
夢

を
叶
え
、地
域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し

て
い
く
よ
う
産
学
官
で
連
携
し
、後
押
し
を
し

て
い
き
ま
す
。

お問い合せ先

　
佐
賀
県
で
は
、高
齢
化
に
伴
い
、医
療
機
関
へ
の

受
診
者
が
更
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、佐
賀
県
で
育
っ
た
医
師
の
多
く
が
県

外
に
流
出
し
て
お
り
、県
民
が
安
心
し
て
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、佐
賀
県
の
医

療
を
担
う
医
師
の
育
成
と
定
着
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、交
通
事
故
に

よ
る
外
傷
な
ど
の
一
分
一
秒
を
争
う
医
療
を
担

う
専
門
の
医
師
や
、患
者
を
選
ば
ず
総
合
的
な

診
療
が
で
き
る
医
師
の
育
成
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、今
後
県
で
は
、佐
賀
大

学
、好
生
館
、地
域
の
医
療
機
関
な
ど
と
連
携

し
、医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
や
、県
内
で
特
に

重
要
と
考
え
ら
れ
る
医
師
が
育
つ
環
境
づ
く
り

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
Ａ
I
や
I
ｏ
Ｔ
な
ど

先
進
技
術
に
よ
っ
て
働

き
方
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
中
、県
内
企

業
に
お
い
て
も
、I
Ｔ

の
知
識
や
技
術
を
持
っ

た
人
材
が
育
ち
、活
躍

し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
経
済
や
社
会
の
発
展

に
と
っ
て
不
可
欠
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、企
業
に
必
要
と
さ
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、I
Ｔ

産
業
と
多
様
な
人
材
を
結
び
つ
け
る
機
会
を
設

け
、企
業
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、も
の
づ
く
り
産
業
を
対

象
に
、生
産
性
向
上
に
取
り
組

む
企
業
へ
の
Ａ
I
・
I
ｏ
Ｔ
技

術
の
導
入
や
社
内
人
材
の

育
成
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

県
内
企
業
の
生
産
性
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　
佐
賀
県
は
、素
晴
ら
し
い
技
術
や
特
徴
を
持

つ
企
業
が
多
数
あ
り
、ま
た
、豊
か
な
食
や
、人

と
人
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
な
ど
、生
活

し
や
す
く
、魅
力
に
あ
ふ
れ
た
地
域
で
す
。

　
一
方
で
、佐
賀
で
学
ぶ
高
校
生
は
、卒
業
後
、

就
職
者
の
約
４
割
、進
学
者
の
約
８
割
が
県
外

を
選
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
は
、高

校
生
の
就
職
に
つ
い

て
、全
て
の
専
門
学
科

高
校
、総
合
学
科
高
校

に
支
援
員
を
配
置
し
県

内
企
業
へ
の
就
職
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も

　
県
内
の
私
立

高
等
学
校
に
通

う
生
徒
の
う
ち
、

卒
業
後
に
就
職

を
考
え
て
い
る

生
徒
の
多
く
は
、

県
内
で
の
就
職

を
希
望
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、

近
年
、就
職
希
望

者
の
県
内
就
職

率
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、新
た
な
県
内
求

人
の
獲
得
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、県
内
企
業
か
ら
の
新
規

求
人
を
増
や
し
、生
徒
の
県
内
就
職
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
指
し
、資
格
取
得
や
技
術
習
得
に

必
要
な
設
備
の
整
備
や
外
部
講
師
の
招
へ
い
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
、私
立
高
校
生
が
県
内

就
職
の
希
望
を
叶
え
、母

校
で
身
に
付
け
た
力
を

発
揮
し
、地
域
経
済
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
く
よ
う
後
押
し
し
て

い
き
ま
す
。

１【私立高校】 法務私学課 私立中高・専修学校支援室 ☎0952-25-7464      houmu-shigaku@pref.saga.lg.jp
２【医師育成・定着】 医務課 ☎0952-25-7073      imu@pref.saga.lg.jp

３【IT人材育成】 産業政策課  DX・スタートアップ推進室 ☎0952-25-7586      innovation@pref.saga.lg.jp
　　　　　　    産業人材課 ☎0952-25-7310      sangyoujinzai@pref.saga.lg.jp
　　　　　　    ものづくり産業課 ☎0952-25-7421      monodukurisangyou@pref.saga.lg.jp
４【若者県内定着】 産業人材課 ☎0952-25-7310      sangyoujinzai@pref.saga.lg.jp

お問い合せ先

私
立
高
校
生
の

県
内
就
職
の
希
望
を

応
援
し
ま
す

1

県
内
産
業
を
担
う
Ⅰ
T
人
材
の

育
成・確
保
に
向
け
て

3

佐
賀
を
支
え
る

ド
ク
タ
ー
を
育
て
、

支
援
し
ま
す

2

若
者
の
県
内
定
着
を
促
進
！

4

shine

人が輝く環境づくり

AI・IoT導入支援

生徒の実習の様子（土木関係）

生徒の実習の様子（介護関係）

高校生合説

IT人材
の育成

高校生を対象とした

合同企業説明会

県内企業と
大学生との交流会

Webを使った合同企業説
明会
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地
域
お
こ

し
協
力
隊
と

は
、
地
方
自

治
体
が
、
地

域
外
か
ら
人

材
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
、そ
の
人

た
ち
に「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」

と
な
っ
て
も
ら
い
、

農
業
・
漁
業
へ
の
従
事

や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
、地
域

の
魅
力
P
R
な
ど
、様
々
な
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、そ
の
地
域
へ
の
定
住
と

定
着
を
図
る
取
組
で
す
。

　
協
力
隊
の
方
々
が
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
、円
滑
に
活
動
で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、そ
れ

ま
で
の
経
験
を
存
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
な
ど
、地
域
の

可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。さ
ら
に
協
力
隊
相
互

の
交
流
や
情
報
交
換
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、受
け
入
れ
た
地
域
だ
け

で
は
な
く
、佐
賀
県
全
体
の
地
域
力
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
佐
賀
県
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

受
入
・
支
援
体
制
を
強
化
し
、地
域
お
こ
し
協

　
県
立
高
校
８
校
で
は
、「
地
域
と
つ
な
が
る
高

校
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、高
校
生
が
地
域

の
方
々
と
と
も
に
、地
域
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
だ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資
源
や
人
材
を

活
用
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
経
験
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、生
徒
た
ち
は
、問
題
解
決
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
た
り
、学
校
内
の
活
動

で
は
得
ら
れ
な
い
達
成
感
や
自
己
有
用
感
を
高

め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
に
根
差
し
た
魅
力
と
活

力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

力
隊
の
受
入
・
定
着
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、佐

賀
県
全
体
の
地
域
力
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
佐
賀
県
の
高
齢
者
は
、８
割
以
上
が
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
元
気
な

方
々
で
す
。こ
う
し
た
方
々
に
地
域
社
会
を
支

え
る
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、県
内
４
ヵ
所
で
開
講
し
て

い
る
シ
ニ
ア
の
た
め
の
生
涯
学
習
の
場「
ゆ
め

さ
が
大
学
」で
は
、地
域
を
あ
ら
た
め
て
知
る

様
々
な
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
、実
践
的

な
地
域
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
講
座
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元（
２
０
１
９
）年
７
月
に
佐
賀
県
で
開

催
し
た「
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

（
２
０
１
９
さ
が
総
文
）」で
は
、全
国
か
ら
集

ま
っ
た
高
校
生
た
ち
が
、日
ご
ろ
の
練
習
や
研

究
な
ど
の
成
果
を
発
揮
し
、レ
ベ
ル
の
高
い
作
品

や
演
技
な
ど
を
披
露
し
あ
う
と
と
も
に
、芸
術

文
化
を
志
す
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　「
２
０
１
９
さ
が
総
文
」の
成
功
に
よ
る
芸
術

文
化
振
興
へ
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も

に
、高
校
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
し

て
豊
か
な
感
性
を
育
む
た
め
、県
は
、文
化
部
活

動
を
支
援
し
ま
す
。部
員
が
少
な
く
困
っ
て
い

る
文
化
部
が
学
校
の
枠
を
越
え
て
合
同
で
活
動

す
る
場
を
つ
く
る

経
費
や
、
部
員
が

全
国
レ
ベ
ル
の
大

会
に
参
加
し
、素
晴

ら
し
い
作
品
な
ど

に
触
れ
る
た
め
の

経
費
な
ど
を
補
助

す
る
こ
と
で
、「
志
」

を
も
っ
て
生
き
生

き
と
活
動
す
る
生

徒
た
ち
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
卒
業
生
の
活
動
は
、福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、街

の
緑
化
活
動
、観
光
ガ
イ
ド
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、約
７
割
の
卒
業
生
が
、何
ら
か
の

地
域
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
鳥
栖
校
を
開
校
し
ま
し

た
。よ
り
多
く
の
方
々
が
学
び
、交
流
し
、地
域

の
担
い
手
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
よ

う
、高
齢
者
の
社

会
参
加
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

1

2

高
齢
者
の
社
会
参
加
を

推
進
し
ま
す
！

2

3

総
文
祭
の
志
を
つ
な
ぐ

高
等
学
校
等
の

文
化
部
活
動
を
支
援
し
ま
す

4

地
域
と
つ
な
が
っ
て

高
校
の
魅
力
を
向
上

お問い合せ先

１【地域おこし協力隊】 さが創生推進課 ☎0952-25-7376      sagasousei@pref.saga.lg.jp
                                     さがじかん（地域おこし協力隊特設ページ）       https://www.sagajikan.com/chiikiokoshi
２【高齢者社会参加推進】 長寿社会課 ☎0952-25-7054　tyoujyusyakai@pref.saga.lg.jp
                                         ゆめさが大学（（公財）佐賀県長寿社会振興財団）       https://sagachouju.jp./yumesaga/

３【さが総文】 学校教育課 ☎0952-25-7222      gakkoukyouiku@pref.saga.lg.jp
４【高校魅力づくりプロジェクト】 教育振興課 ☎0952-25-7424      kyouiku-shinkou@pref.saga.lg.jp
                                                    地域とつながる高校魅力づくりプロジェクト
                                                          https://www.pref.saga.lg.jp/kyouiku/list04366.html

お問い合せ先

URL

URLURL

together

地域とつながる

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

一
緒
に
地
域
を

盛
り
上
げ
ま
す
！

棚田の保全活動有田焼
を活用

した

地域活
性化

高齢者福祉施設訪問：佐賀校小・中学生プログラミング教室
（白石高校）

観光ガイドのノウハウを学ぶ：鹿島校駅前公
園の緑

化活動
：佐賀

校
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お問い合せ先

　
唐
津
市
鎮
西
町
・
呼
子
町
及
び
玄
海
町
一
帯

に
点
在
す
る「
名
護
屋
城
跡
並
び
に
陣
跡
」は
、

文
禄
・
慶
長
の
役（
１
５
９
２-

１
５
９
８
年
）に

際
し
て
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
等
の
諸
大
名
が

滞
在
し
た
城
郭
の
遺
跡
群
で
す
。玄
界
灘
に
面

し
た
豊
か
な
自
然
の
中
、壮
大
な
石
垣
が
残
る

名
護
屋
城
跡
や
約
１
５
０
ヵ
所
に
わ
た
っ
て
広

が
る
陣
跡
と
と
も
に
、古
い
街
道
や
武
将
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
る
な
ど
、歴
史
の
魅

力
あ
ふ
れ
る
場
所
で
す
。

　
県
で
は
、こ
れ
ら
を
活
用
し
、文
化
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
拠
点
と
し
て
磨
き
上
げ
て
い
く
取
組
に
着

手
し
て
い
ま
す
。遺
跡
を
楽
し
く
巡
る
こ
と
が

で
き
る
周
遊
ツ
ー
ル
の
制
作
や
陣
跡
の
再
整

備
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
積
極
的
な
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
で
、佐
賀
の
歴
史
や
文
化
、そ
し
て

地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
、県
内
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
産
業
を
創
出
す
る
た
め
、佐
賀
県
は
佐
賀

大
学
と
共
同
で「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
呼
称

C
I
R
E
n（
セ
イ
レ
ン
）※

）」を
設
立
し
ま
し

た
。

　
大
学
を
は
じ
め
企
業
や
N
P
O
団
体
等

1
2
1
者（
令
和
２
年
５
月
末
現
在
）の
参
加

を
得
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
研
究
開
発
等
に
つ
な
げ
る
た
め
、参
加

者
間
の
交
流
の
ほ
か
、事
業
テ
ー
マ
ご
と
に
設

置
し
た
研
究
分
科
会
の
事
業
費
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
体
育

館
に
お
け
る
地
中
熱
と
L
P
ガ
ス
と
の
複
合
空

調
シ
ス
テ
ム
や
、A
I
・
I
o
T
技
術
を
活
用
し

た
電
力
需
給
予
測
等
シ
ス
テ
ム
の
開
発
検
討
な

ど
、現
在
10
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
分
科
会
が

活
動
中
。

　
C
I
R
E
n
で
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
中
心
と
し
た
社
会
実
現
を
目
指
し
挑
戦
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
県
及
び
佐
賀
県
観
光
連
盟
で
は
、「
佐
賀
県

地
域
の
担
い
手
創
生
塾
」に
よ
り
、地
域
で
観
光

に
携
わ
る
方
々
が
、観
光
地
域
づ
く
り
に
必
要

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。こ
の
講
座
で
は
、フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、地
域
の
方
々
自
ら
が
、観
光

地
域
づ
く
り
に
持
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
は
じ
め
、多
様
化
す

る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、地
域
資
源
を

磨
き
上
げ
る
こ

と
で
、佐
賀
県

が
観
光
客
か
ら

選
ば
れ
る
地
域

に
な
る
だ
け
で

な
く
、県
民
も

満
足
す
る
地
域

づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

３【再生可能エネルギー】 新エネルギー産業課 ☎0952-25-7522      shin-ene@pref.saga.lg.jp
                                        再生可能エネルギー等イノベーション共創プラットフォーム       https://ciren.jp

お問い合せ先

１【観光地域づくり】 観光課 ☎0952-25-7386      kankou@pref.saga.lg.jp
２【名護屋城跡・陣跡の利活用推進】 文化課 ☎0952-25-7236      culture_art@pref.saga.lg.jp
                                                　　  名護屋城博物館       https://saga-museum.jp/nagoya/URL

URL

県
民
も
観
光
客
も
満
足
す
る

観
光
地
域
づ
く
り

create

佐賀らしい
まちをつくる

1

再
エ
ネ
先
進
県
の
実
現
へ
、

令
和
の
精
煉
方
始
動
！

3

名
護
屋
城
跡・陣
跡
の

魅
力
を
磨
き
上
げ
る

2OPEN-AIR佐賀

[OPEN-AIR 佐賀］

フォレストアドベンチャー・吉野ヶ里

2020年
5月

オープン

佐賀県では、新型コロナウイルスの感染リスクの少
ないスタイルとして、多彩なアウトドア体験を提案する
「OPEN-AIR佐賀」を進めています。広く澄みわたる青空
のもと佐賀の様々な魅力を体感してください。　

佐賀県観光PRキャラクター
壺侍［つぼざむらい］

※CIREn…

英語名　Co-creative Innovation  platform 
for Renewable Energyの頭文字をとってつ
けた呼称。
維新期に佐賀藩が設置した日本最先端の科
学技術研究所「精煉方」にちなみ、読みは
「セイレン」とした。
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お問い合せ先

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、「
ま
ち
歩
き
」
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
で
、
歩
く
楽
し
さ
を
提
案
し
ま
す
。

　
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
で
、
ま

ち
が
賑
わ
い
、
環
境
に
も
や
さ
し
く
、
県
民
の

方
々
も
健
康
に
な
る
と
い
っ
た
様
々
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
佐
賀
に
暮
ら
す
人
も
、
佐
賀
を
訪
れ
る
人
も

過
ご
し
や
す
く
、
活
気
あ
ふ
れ
る
佐
賀
県
に
な

る
よ
う
に
、「
歩
こ
う
。
佐
賀
県
。」。

　
佐
賀
県
で
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
や
、

そ
の
予
備
群
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状

況
を
改
善
す
る
た

め
、佐
賀
県
で
は
、

「
歩
く
・
身
体
活

動
」「
食
と
栄
養
」

「
た
ば
こ
」「
歯
と

口
の
健
康
」の
４

お問い合せ先

４【歩くライフスタイル】 交通政策課 ☎0952-25-7525      koutsuuseisaku@pref.saga.lg.jp
５【さが健康維新県民運動】 健康増進課 ☎0952-25-7075      kenkouzoushin@pref.saga.lg.jp
                                      　　佐賀県公式ウォーキングアプリ「SAGATOCO」       http://saga.karada.live/URL

１【諸富家具】 流通・貿易課 ☎0952-25-7095      ryuutsuu-boueki@pref.saga.lg.jp
                       諸富家具振興協同組合       http://morodomikagu.or.jp　　https://www.ariakecollection.com
２【陶磁器】 流通・貿易課 ☎0952-25-7095      ryuutsuu-boueki@pref.saga.lg.jp
　　　　　 ジェトロ佐賀       https://www.jetro.go.jp/jetro/japan/saga/
　　　　　 　　　　　　          https://www.facebook.com/jetrosaga/

URL URL

URL

　
自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

歩
く
こ
と
や
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
「
歩
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」
へ
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
県
で
は
、「
歩
こ
う
。
佐
賀
県
。」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
歩
き
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
既
に
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」

で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
追
加
な
ど
、

機
能
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
や
サ
イ
ク
ル

つ
を
柱
と
し
た「
さ
が
健
康
維
新
県
民
運
動
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
柱
の
う
ち
、「
歩
く
・
身
体
活
動
」で
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
」

を
配
信
し
、県
民
の
方
々
が
歩
き
た
く
な
る
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　「
食
と
栄
養
」で
は
、野
菜
を
先
に
食
べ
る
こ

と
や
野
菜
を
多
く
食
べ
る
こ
と
を
、子
ど
も
か

ら
働
き
盛
り
世
代
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。特
に
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、絵
本
を
制
作
し
、読
み
聞
か

せ
を
通
し
て
繰
り
返
し
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
佐
賀
県
の
伝
統

的
地
場
産
品
で
あ

る
諸
富
家
具
は
、近

年
、低
価
格
商
品
の

流
行
や
、家
具
を
買

う
こ
と
自
体
を
控

え
る
風
潮
な
ど
取

り
巻
く
環
境
が
変

化
し
て
お
り
、新
た

な
取
引
先
の
開
拓
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、諸
富
家
具
の
産
地
組
合
で
は
、

海
外
の
市
場
に
向
け
、諸
富
家
具
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｐ
Ｒ
や
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。海
外
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
独
創
的
で
技
術

力
の
高
い
商
品
を
製
作
す
る
な
ど
、活
動
の
場

を
広
げ
た
こ
と
で
、認
知
度
の
向
上
や
輸
出
実

績
な
ど
の
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、今
年
度
、世
界
最
大
級
の
家
具
展

示
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
北
米
・
イ
タ
リ
ア
市

場
に
取
り
組
む
組
合
員
グ
ル
ー
プ
と
、ア
ジ
ア

市
場
に
取
り
組
む
組
合
員
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、商
品
開
発
や
海
外
営
業
、産
地
で
の
勉
強
会

開
催
な
ど
の
事
業
費
用
を
補
助
し
、諸
富
家
具

産
地
全
体
の
海
外
進
出
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

佐
賀
が
誇
る「
諸
富
家
具
」の

世
界
進
出
を
応
援
し
ま
す
！

1

　
国
内
市
場
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
中
、県
内

の
陶
磁
器
業
界
で
は
、様
々
な
展
示
会
出
展
や

営
業
活
動
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
経
験
や

商
品
の
力
を
活
か
し
て
、新
し
い
市
場
を
開
拓

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
成
長
が
著
し
い
ア
ジ
ア
市
場
は
、

佐
賀
県
が
取
り
組
む
サ
ガ
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
（※1）

な

ど
を
き
っ
か
け
に
構
築
し
た
人
脈
を
活
か
せ
る

こ
と
か
ら
、新
た
な
陶
磁
器
の
販
売
先
と
し
て

有
望
で
す
。

　
県
で
は
、企
業
の
輸
出
支
援
に
関
し
て
ノ
ウ

ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
ジ
ェ
ト
ロ
佐
賀

貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
（※2）

に
今
年
度
の
業
務
を
委

託
し
、ア
ジ
ア
市
場
で
も
特
に
有
望
な
上
海
や

台
湾
を
対
象
に
、現
地
の
取
引
習
慣
等
に
詳
し

い
専
門
家
に
よ
る
産
地
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
勉

強
会
、現
地
調
査
や
商
談
実
施
な
ど
、県
内
事

業
者
の
海
外
市
場
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

佐
賀
ん
焼
き
物
の

ア
ジ
ア
市
場
進
出
を

応
援
し
ま
す
！

2

魅力を伝える

communicate
歩
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で

ま
ち
も
人
も
元
気
に
！

4

始
め
ま
し
ょ
う
！

さ
が
健
康
維
新
県
民
運
動

5

facebook

※1.サガマリアージュ：優れた器と食
と料理人をつなぎ、新たな価値
を創造する佐賀県の取組

※2.ジェトロ佐賀貿易情報センター：
日本貿易振興機構（ジェトロ）の
佐賀現地機関

具体的には？
　県民の “元気で長生き” （健康寿命の延伸）を目指し、
４つの分野で健康づくりの様々な取組を行っていきます

まず、10分長く歩こう
・目指そう、
　プラス1,000歩/日

歩く・身体活動 食と栄養

歯と口の健康 たばこ

まず、野菜を一皿多く摂ろう
・目指そう、
　プラス80g/日

まず、歯の健診に行こう
・目指そう、
　80歳で自分の歯20本

まず、禁煙にチャレンジ
・目指そう、
　６ヵ月後の卒煙
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佐
賀
城
本
丸
御
殿
は
、天
保
９

（
1
8
3
8
）年
に
佐
賀
藩
10
代
藩

主
・
鍋
島
直
正
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ

ま
し
た
。佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸

歴
史
館
は
、そ
の
う
ち「
表
」（
儀
礼

空
間
）の
部
分
を
中
心
に
全
体
の
約

３
分
の
１（
2,
5
0
0
㎡
）を
復
元

し
た
建
物
で
す
。

　
明
治
維
新
１
５
０
年
を
機
に
、平

成
29（
２
０
１
７
）年
か
ら
４
年
間

を
か
け
、そ
れ
ま
で
未
調
査
だ
っ
た

「
外
」（
藩
政
機
関
）や「
内
」（
藩
主

の
日
常
空
間
）、「
奥
」（
女
性
の
居

住
空
間
）の
跡
地
を
中
心
に
、発
掘

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
展
覧
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
を
総
括
し
、江
戸
時
代
の
建

物
の
位
置
や
間
取
り
を
原
寸
大
で

現
地
に
平
面
表
示
す
る
と
と
も
に
、

出
土
遺
物
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
展
示

を
連
動
さ
せ
、佐
賀
城
本
丸
御
殿

を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。

　
観
光
や
県
産
品
を
中
心
に
、文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
も
含
め
た
佐
賀
の

魅
力
を
発
信
す
る
「
S
A
G
A 

M
A
D
O
」を「
コ
ム
ボ
ッ
ク
ス
佐
賀

駅
前※

」に
開
設
し
ま
し
た
。

〝
目
的
地
と
し
て
集
い
、ま
た
来
た

く
な
る
観
光
・
県
産
品
の
情
報
発
信

拠
点
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、上
質
で

お
し
ゃ
れ
な
佐
賀
ら
し
い
県
産
品
の

展
示
や
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、県
産
品
の
認
知
度
向
上

や
販
売
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　「
S
A
G
A 

M
A
D
O
」内
の
観

光
案
内
所
は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
県

内
全
域
の
観
光
案
内
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
旅
の
提
案
を
行
う
な
ど
、県
内

各
地
へ
の
ハ
ブ
機
能
を
担
い
、質
の
高

い
お
も
て
な
し
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、若
者
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
県
民
な
ど

多
く
の
人
た
ち
が
集
う
魅
力
的
な
空

間
で
、世
界
に
誇
る
優
れ
た
佐
賀
の

「
本
物
」の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。

お問い合せ先 お問い合せ先

３【SAGA MADO】 流通・貿易課 ☎0952-25-7252      ryuutsuu-boueki @pref.saga.lg.jp
４【50周年特別展】 佐賀県立博物館・美術館 ☎0952-24-3947      hakubi@pref.saga.lg.jp

５【特別展：よみがえれ！佐賀城本丸御殿】
　佐賀県立佐賀城本丸歴史館 ☎0952-41-7550      rekishikan@pref.saga.lg.jp
　佐賀県立佐賀城本丸歴史館       https://saga-museum.jp/sagajou/
６【髙取家・柴澤コレクション】 佐賀県立九州陶磁文化館 ☎0952-43-3681       kyuto@pref.saga.lg.jp
                                                佐賀県立九州陶磁文化館       https://saga-museum.jp/ceramic/URL

URL

特
別
展

『
よ
み
が
え
れ
！ 

佐
賀
城
本
丸
御
殿
』

5

　
佐
賀
県
立
博
物
館
（
昭
和
45

（
1
9
7
0
）年
10
月
開
館
）は
、今

年
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
大
き

な
節
目
に
、い
ち
早
く
世
界
と
つ
な

が
り
、優
れ
た
文
化
を
取
り
入
れ
、

発
展
さ
せ
た
、佐
賀
の
先
人
た
ち
の

「
志
」を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る

特
別
展『
T
H
I
S 

I
S 

S
A
G
A
』

を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、有
明
海
と

玄
界
灘
の
２
つ
の
海
が
つ
な
い
だ

佐
賀
と
世
界
の
交
流
の
歴
史
、そ
し

て
今
に
受
け
つ
が
れ
る
先
人
た
ち

の
進
取
と
創
造
の
精
神
と
そ
の
志

を
紹
介
し
ま
す
。当
館
の
学
芸
員
が

お
す
す
め
す
る
佐
賀
の
逸
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

県
都
の
玄
関
口
で

佐
賀
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
！

3

『楊柳観音像』高麗時代（13世紀）
唐津市鏡神社蔵　重要文化財

県
立
博
物
館
50
周
年
特
別
展

『
Ｔ
Ｈ
Ⅰ
Ｓ 

Ⅰ
Ｓ 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
』を
開
催
し
ま
す

4

髙取家コレクション
◆ 会期　令和２年５月23日（土）～７月12日（日）

柴澤コレクション
◆ 会期　令和２年10月16日（金）～12月13日（日）

佐賀県立博物館50周年特別展
THIS IS SAGA
－２つの海が世界とつなぎ、佐賀をつくった－
◆ 会　期
   令和2年
   9月18日（金）～11月3日（火・祝日）
   休館日：9月23日(水)、毎週月曜日
　（9月21日（月・祝）と11月2日（月）は除く）
◆ 開館時間
   9時30分～18時00分（金曜日のみ20時00分）

◆ 会期　令和３年
   １月22日（金）～３月７日（日）

色絵椿蓮文大皿
肥前　有田　1650年代

鬼瓦（佐賀県蔵）

いろえつばきはすもん おおざら

灰釉彫文茶碗　銘「玄海」
佐賀県重要文化財
肥前　1580～1600年代

かいゆうほりもん ちゃわん      めい   げんかい

※

コ
ム
ボ
ッ
ク
ス
佐
賀
駅
前…
佐
賀
駅
前
に
あ
る
商

　
業
施
設

サ
　
ガ
　

マ
　
ド

　
九
州
陶
磁
文
化
館
で
は
、開
館
40

周
年
記
念
・
寄
贈
記
念 

特
別
企
画

展『
髙
取
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』と『
柴

澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』を
開
催
し
ま

す
。

　『
髙
取
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』で
は
、

唐
津
の
旧
髙
取
邸
で
多
く
の
人
び

と
を
も
て
な
し
た
約
1,
2
0
0
件

の
陶
磁
器
か
ら
、灰
釉
彫
文
茶
碗 

銘「
玄
海
」（
県
重
要
文
化
財
）を
は

じ
め
と
す
る
唐
津
、有
田
、鍋
島
な

ど
の
肥
前
陶
磁
、日
本
各
地
や
中

国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
陶
磁
器
な
ど
ま

で
1
9
0
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　『
柴
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』で
は
、北

前
船
な
ど
の
日
本
海
海
運
に
よ
っ

て
流
通
し
、新
潟
や
山
形
な
ど
に
伝

わ
っ
た
江
戸
時
代
の
肥
前
磁
器（
古

伊
万
里
）を
中
心
と
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
4
3
2
件
を
お
ひ
ろ
め
し

ま
す
。

開
館
40
周
年
記
念・寄
贈
記
念
特
別
企
画
展

『
髙
取
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

『
柴
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

た
か 

と
り  

け

し
ば 

さ
わ

6

14 13



お問い合せ先 お問い合せ先

１【中山間地域農業】 農政企画課 ☎0952-25-7115      nouseikikaku@pref.saga.lg.jp
２【ブリーディングステーション】 畜産課 ☎0952-25-7121      chikusan@pref.saga.lg.jp

３【農業労働力確保】 農産課 ☎0952-25-7118       nousan@pref.saga.lg.jp
４【漁業スマート化】 水産課 ☎0952-25-7145       suisan@pref.saga.lg.jp

connect

　
将
来
佐
賀
牛
に
な
る
子
牛（
肥
育
素
牛
（※1）

）の

約
7
割
は
他
県
か
ら
来
て
お
り
、佐
賀
生
ま
れ

の
子
牛
は
2
9
・
2
％（
令
和
元
年
度
）に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。佐
賀
牛
の
安
定
生
産
の
た
め

に
は
、県
内
で
の
肥
育
素
牛
を
早
急
に
増
や
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、主
要
産
地
で
あ
る
唐
津
地
域
で
、

全
国
で
も
最
大

規
模
の「
牛
の

産
婦
人
科
」と

も
い
う
べ
き
ブ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（※2）

を
モ
デ
ル
的
に

整
備
し
、肥
育

素
牛
の
数
を
大

幅
に
増
や
し
ま

す
。こ
の
施
設

は
、繁
殖
雌
牛

の
種
付
け
か
ら

分
娩
ま
で
の
過

程
を
農
家
に
代

わ
っ
て
行
う
だ

け
で
な
く
、
繁

殖
農
家
等
の
不

妊
牛
を
預
か
り

治
療
を
行
う
機
能
や
、担
い
手
を
確
保
・
育
成
す

る
た
め
の
研
修
機
能
も
備
え
た
画
期
的
な
も
の

で
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、肥
育
素
牛
の
県

内
自
給
率
を
高
め
、「
佐
賀
生
ま
れ
、佐
賀
育

ち
」の
佐
賀
牛
の
生
産
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、様
々
な
業
界
で
人

手
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。県
内
の
農
家
や

J
A
の
選
果
場
な
ど
農
業
の
現
場
で
も
、農
繁

期
の
収
穫
作
業
等
で
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、県
と

J
A
や
関
係
団
体
で
検
討
を
重
ね
、７
月
１
日

に
J
A
さ
が
が
実
施
主
体
と
な
り
、農
家
等
か

ら
の
労
働
力
確
保
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
す
る「
労
働
力
相
談
窓
口
」が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
相
談
窓
口
で
は
、シ
ニ
ア
層
の
人
材
派
遣
を

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
恵
み
を
も
た
ら
す「
山
」

を
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

は
、中
山
間
地
域
の
農
業
を
支
え
、農
地
を
守

り
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、中
山
間
地
域
の
農
業
を

支
え
る
広
域
営
農
モ
デ
ル
組
織
の
設
立
を
支
援

し
て
い
ま
す
。広
域
営
農
モ
デ
ル
組
織
は
、担
い

手
の
減
少
や
高
齢
化
等
に
よ
り
営
農
を
続
け
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
農
地
を
引
き
受
け
た

り
、農
作
業
の
一
部
を
代
行
す
る
役
割
な
ど
を

担
う
こ
と
と
し
て
お
り
、複
数
の
集
落
が
一
体

と
な
っ
て
農
作
業
の
労
力
を
補
う
体
制
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、棚
田
地
域
活
性
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
モ
デ
ル
棚
田
地
域
に
配
置
し
、今
後
も

棚
田
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
地
域
の
自
主
的
な
取

組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

宝を未来につなぐ

中
山
間
地
域
の

農
業
を
応
援
し
ま
す

1行
っ
て
い
る
各
市
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
、農

家
等
か
ら
の
求
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
今
後
は
、相
談
窓
口
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
、J
A
を
は
じ
め
、関
係
機
関
と
連
携

し
て
、農
業
分
野
の
人
手
不
足
解
消
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
玄
海
地
区
の
漁
業
は
、漁
獲
量
の
減
少
や
水

産
物
価
格
の
低
迷
、燃
油
や
資
材
コ
ス
ト
の
上

昇
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
に
は
、

I
C
T※

な
ど
の
技
術
を
活
用
し
、漁
業
を
こ
れ

佐
賀
生
ま
れ
、

佐
賀
育
ち
の

佐
賀
牛
の
生
産
拡
大
へ

2

農
業
分
野
の
人
手
不
足
の

解
消
に
取
り
組
み
ま
す

3

ま
で
以
上
に
効
率
化
す
る
取
組
が
不
可
欠
で

す
。

　
県
で
は
、大
学
や
国
の
研
究
機
関
等
と
連
携

し
、３
日
先
ま
で
の
海
の
中
の
水
温
、塩
分
、潮

の
流
れ
を
予
測
で
き
る
画
期
的
な
技
術
な
ど
を

開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
技
術
は
、よ
り
多
く
の
漁
業
者
が

利
用
し
効
率
化
を
実
現
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、開
発
し
た
技
術

を
、実
際
の
漁
の
現
場
で
漁
業
者
の
方
々
と
一

緒
に
検
証
し
な
が
ら
改
良
す
る
と
と
も
に
、技

術
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト
漁
業
を
推

進
し
、漁
家
経
営
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※

I
C
T…

情
報
通
信
技
術

玄
海
地
区
漁
業
の

ス
マ
ー
ト
化
を

推
進
し
ま
す
！

4

※
１
．肥
育
素
牛
…
繁
殖
農
家
が
約
10
か
月
間
育
て
て
出
荷

す
る
子
牛
の
こ
と
で
す
。こ
の
肥
育
素
牛
を
仕
入
れ

た
肥
育
農
家
が
さ
ら
に
約
20
か
月
間
育
て
て
出
荷
す

る
こ
と
で
佐
賀
牛
な
ど
の
牛
肉
に
な
り
ま
す
。

※
２
．ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
…
繁
殖
雌
牛
の
種

付
け
か
ら
分
娩
ま
で
の
過
程
を
農
家
に
代
わ
っ
て
行

う
こ
と
に
よ
り
、受
胎
率
の
向
上
や
農
家
の
労
働
力

軽
減
を
図
る
た
め
の
繁
殖
支
援
施
設
の
こ
と
で
す
。

雌牛

種付け 出産 子牛セリ

肥育素牛 佐賀牛母牛

ブリーディングステーション
「牛の産婦人科」

キャトルステーション
「子牛の保育園」

妊娠 育成 肥育 出荷
（食肉センター）

全国最大規模

New
海況予測アプリ画面3日先までの
海の中を予測できる

アプリ
の情報

をもと
に

相談す
る漁業

者
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お問い合せ先 お問い合せ先

１【人工呼吸器】 障害福祉課、健康増進課、こども家庭課 ☎0952-25-7064      shougaifukushi@pref.saga.lg.jp
２【予防接種】 健康増進課 ☎0952-25-7075      kenkouzoushin@pref.saga.lg.jp

人の想いに寄り添う

considerate

　「
山
」は
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
だ
け
で
な
く
、

平
野
部
の
暮
ら
し
を
支
え
、豊
か
な
海
を
育
む

な
ど
、す
べ
て
の
人
々
に
恵
み
を
も
た
ら
す

〝
源
流
〞
で
す
。

　
県
で
は
、山
に
お
け
る
暮
ら
し
や
営
み
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、今
後
の
山
の

役
割
や
山
で
の
取
組
に
つ
い
て
人
々
が
語
り
合

い
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、未
来

へ
つ
な
が
る
県
民
の
自
発
的
な
〝
山
活
〞※

の
輪

を
広
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、山
に
暮
ら
す
人
々

や
山
に
関
心
の
あ
る
人
々

を
つ
な
ぎ
、〝
山
活
〞に
取

り
組
む
き
っ
か
け
づ

く
り
の
場
と
し
て

「
山
の
会
議
」（
仮

称
）を
開
催
す
る
と

と
も
に
、山
で
の
取

組
や
魅
力
を
県
内

外
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

※

山
活…

山
の
資
源
を

活
用
し
た
取
組
、山

の
管
理
、山
の
魅
力

発
信
な
ど
の
活
動

５【山のネットワーク】 さが創生推進課 ☎0952-25-7118      sagasousei @pref.saga.lg.jp
６【園芸農業】 園芸課 ☎0952-25-7119      engei@pref.saga.lg.jp
                   　さが園芸生産888億円推進事業を紹介します。
             　            https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00324423/index.htmlURL

か
ら
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
、経
済
的
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
た
め
、県
で
は
今
年
度
か
ら
、造
血
細
胞

移
植
を
行
っ
た
20
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、予

防
接
種
の
再
接
種
費
用
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、造
血
細
胞
移
植
後
も
学
校
な

　
障
害
や
慢
性
疾
患
な
ど
に
よ
り
在
宅
で
人
工

呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、災
害
時
に
停

電
し
た
場
合
、予
備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
っ
て

も
電
源
が
最
大
24
時
間
ほ
ど
し
か
も
た
な
い
た

め
、生
命
に
危
険
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、災
害
等
で
電
源
が
失
わ

れ
た
場
合
で
も
、少
な
く
と
も
３
日
間（
72
時

間
）は
電
源
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
、今
年
度
か

ら
自
家
発
電
機
や
蓄
電
池
、外
部
バ
ッ
テ
リ
ー

等
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
生
活
さ
れ

て
い
る
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、環
境

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
小
児
が
ん
な
ど
で
造
血
細
胞
移
植※

を
行
う

と
、そ
れ
ま
で
に
予
防
接
種
で
獲
得
し
て
い
た

免
疫
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
感
染
症
に
か
か
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、再
度
、

予
防
接
種
が
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、予
防
接
種
の
再
接
種
に
か
か
る
費

用
は
、定
期
予
防
接
種
と
な
っ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
で
も
、原
則
、任
意
接
種
の
扱
い
と
な
る
こ
と

未
来
へ
つ
な
が
る

山
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
ま
す
！

5

　
県
で
は
、「
稼
げ
る
農
業
」を
実
現
す
る
た
め
、

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
か
ら
、生
産
者
や
関

係
機
関
・
団
体
と
一
丸
と
な
り
、園
芸
農
業
を
振

興
す
る「
さ
が
園
芸
生
産
８
８
８
億
円
推
進
運

動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
で
は
、産
地
ご
と
に
収
量
増
加
や
栽
培

面
積
の
拡
大
な
ど
を
目
指
す
、園
芸
産
地
８
８

８
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、大
規
模
農
家
の
育
成
や
、多

様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、新
た
な
園
芸
産
地

の
育
成
な
ど
、目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
が
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、県
で
は
、ハ
ウ
ス
や

機
械
の
導
入
へ
の
支
援
や
、園
芸
団
地
の
整
備
、

新
た
な
園
芸
品
目
導
入
の
検
討
な
ど
、ソ
フ
ト

と
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、平
成
30（
２
０
１
８
）年
は
５

８
５
億
円
だ
っ
た
園
芸
農
業
の
産
出
額
を
、令

和
10（
２
０
２
８
）年
に
は
８
８
８
億
円
に
伸
ば

す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

園
芸
農
業
の
産
出
額
を

2
0
2
8
年
ま
で
に

8
8
8
億
円
へ

61

「山」の地域でも進む「自発の地域づくり」

在
宅
人
工
呼
吸
器
使
用
者
の

災
害
時
の
安
全
を
守
り
ま
す

2

予
防
接
種
の

再
接
種
費
用
を

全
額
補
助
し
ま
す

全県で、対象者全員、全額補助

定期予防接種

造血細胞移植後の予防接種の再接種費用を全額補助

小児がん等 造血細胞移植 再接種

有料

免疫消失免疫獲得 免疫獲得

無料 無料

霜被害を軽減する
防霜施設を設置した茶園

マルチ栽培による高品質
な温州みかんの生産

令和3年の次期作に向
けて

支援を強化する玉ねぎ

高収量化・高品質化

の生産技術に取り組

むいちご新品種

「いちごさん」

環境制御技術を用いた

施設園芸（きゅうり）の展
開
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を
広
げ
ま
す
。聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と
で
困
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

び
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

 

佐
賀
県
で
は
、全
国
に
先
駆
け
て
、障
害
者
手

帳（
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
）を
カ
ー
ド
化
し
ま
す
。

　
カ
ー
ド
型
の
障
害
者
手
帳
は
、財
布
や
パ
ス

ケ
ー
ス
に
も
入
る
サ
イ
ズ
な
の
で
持
ち
運
び
し
や

す
く
、耐
久
性
も
あ
り
、利
便
性
が
向
上
し
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
紙
製
の
障
害
者
手
帳
も

お問い合せ先 お問い合せ先

３【補聴器】 障害福祉課 ☎0952-25-7064      shougaifukushi@pref.saga.lg.jp
４【障害者手帳カード化】 障害福祉課 ☎0952-25-7064      shougaifukushi@pref.saga.lg.jp
５【ペアレント・プログラム】 障害福祉課 ☎0952-25-7064      shougaifukushi@pref.saga.lg.jp
　　　　　　　　　　　　 発達障害情報・支援センター       http://www.rehab.go.jp/ddis/

※
１
．年
齢
調
整
後
医
療
費
…
そ
の
地
域
の
被
保
険
者
の
年

齢
構
成
が
、全
国
平
均
と
同
じ
だ
と
し
た
場
合
の
医

療
費

※
２
．特
定
健
診
…
40
歳
以
上
74
歳
以
下
を
対
象
と
し
た

高
血
圧
症
、脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
等
そ
の
他
の
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
に
起
因
す
る
生
活
習
慣
病
に
関
す
る

健
康
診
査

　
佐
賀
県
は
、市
町
国
民
健
康
保
険
の「
一
人
当

た
り
年
齢
調
整
後
医
療
費
（※1）

」と
、特
定
健
診
（※2）

の
結
果
に
お
け
る「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
人
・
強
く
疑
わ
れ
る
人
」の
割
合
が
、

全
国
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
て

い
く
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

や
重
症
化
予
防
の
た
め
に
、特
定
健
診
の
受
診

率
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
今
年

度
は
、医
療
機
関
に
通
院
中
で
特
定
健
診
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
々
に
対
し
て
、各
市
町
か

ら
の
訪
問
や
電
話
な
ど
に
よ
り
受
診
を
勧
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、後
発
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
医
療
費
の
抑
制
効
果
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
方
々
に
対
し
て
後
発
医
薬
品
利
用
の
勧
奨

通
知
を
行
う
な
ど
、県
民
の
健
康
を
保
持
す
る

と
と
も
に
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
で
、

医
療
費
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
か
ら
の
脱
却
を
目
指

し
ま
す
。

6 ど
の
集
団
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
言
葉
や
知
識
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な

ど
様
々
な
こ
と
を
習
得
す
る
学
齢
期
に
お
い

て
、〝
聞
こ
え
る
〞
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大

切
で
す
。し
か
し
、聞
こ
え
づ
ら
い
た
め
に
、「
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
づ
ら
い
」と
い
う
困
り
ご
と
を
抱
え
な

が
ら
生
活
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、県
で
は
、身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
18
歳
以
下
の
中
度
・
軽
度

難
聴
児
へ
の
支
援
と
し
て
、こ
れ
ま
で
、補
聴
器

の
購
入
や
修
理
費
等
を
助
成
し
て
き
ま
し
た

が
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、片
耳
難
聴
児
や
人
工

内
耳
を
装
用
し
て
い
る
難
聴
児
へ
も
助
成
対
象

3

６【医療費ワースト１脱却】 国民健康保険課 ☎0952-25-7057      kokuho@pref.saga.lg.jp

URL

す
べ
て
の
難
聴
児
を

支
援
し
ま
す

4

障
害
者
手
帳
の

カ
ー
ド
化
が
始
ま
り
ま
す
！

発
行
で
き
ま
す
の
で
、使
用
さ
れ
る
方
ご
自
身

で
、紙
製
も
し
く
は
カ
ー
ド
型
の
い
ず
れ
か
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
発
達
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
も
つ
ご
家

族
、
子
育
て
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
方
々
に

は
、
子
育
て
へ
の
段
階
的
で
丁
寧
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
う
し
た
方
々
へ
の
支
援
の
一
つ
に
、
子
育

て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
が
、
お
子
さ
ん

の
行
動
の
特
性
を
学
び
、
か
か
わ
り
方
を
工
夫

す
る
こ
と
で
楽
し
く
子
育
て
を
す
る
自
信
を
つ

け
た
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
見
つ
け
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
や
、
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
者
を
養
成
し
、

ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
体
制

を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
な
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
を
対

象
に
、
発
達
障
害
に
関
す
る
知
識
や
家
族
へ
の

支
援
方
法
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
発
達

障
害
児
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

5

発
達
障
害
児
や

そ
の
家
族
へ
の

支
援
体
制
の
充
実

医
療
費
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

脱
却
を
目
指
し
ま
す

保険医療機関・
保険薬局

レセプトデータ

処方

かかりつけ薬局へ相談

分析・対象者
リスト作成

委託契約③対象者が勧奨
　通知とおくすり
　手帳を持参

通知勧奨

対象者

抽出ツール作成

委託契約

国保データベース（KDB）システム

特定健診未受診者抽出ツール
ツールを市町に提供

訪問や電話などによる
特定健診の受診勧奨

医療機関に通院中の、
特定健診未受診者

特定健診
（集団・個別）

特定健診
受診

後発医薬品の使用促進の取組イメージ

生活習慣病の重症化予防の取組イメージ カード型障害者手帳のイメージ

市町

国保
連合会

国保
連合会

県
特定健診データ管理システム

（健診データ）
国保総合システム
（レセプトデータ）

健診デ
ータの

取り込
み

市町

県

対
象
者
リ
ス
ト
送
付

①一定の基準に
基づき対象者
を抽出

②各市町におい
て、通知による
勧奨を実施

手帳所持者の基本情報や運
賃割引の区分などを記載

備考欄は住所変更の際
などに活用

おもて う　ら

身体障害者手帳

提供されたツールを
活用し、医療機関に
通院中かつ特定健
診未受診者を抽出

※
造
血
細
胞
…

・
血
球
を
作
り
出
す
も
と
に
な
っ
て
い
る
細
胞
。細
胞
分
裂

を
繰
り
返
し
な
が
ら
造
血
を
行
っ
て
い
る
。

※
造
血
細
胞
移
植
…

・
通
常
の
化
学
療
法
や
免
疫
抑
制
療
法
だ
け
で
は
、治
す
こ

と
が
難
し
い
血
液
が
ん
や
免
疫
不
全
症
な
ど
に
対
し
、完

治
を
目
的
と
し
て
行
う
治
療
。

・
超
大
量
の
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
療
法
に
よ
り
患
者
の
体

内
の
悪
性
細
胞
や
機
能
不
全
の
骨
髄
を
徹
底
的
に
根
絶

し
、そ
の
後
正
常
な
造
血
細
胞
を
静
脈
内
投
与
す
る
こ
と

に
よ
り
骨
髄
の
再
構
築
を
図
る
治
療
法
。
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お問い合せ先

　
男
女
と
も
に
、が
ん
治
療
の
影
響
で
、妊
よ
う

性（
妊
娠
す
る
た
め
の
力
）が
低
下
又
は
失
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
た
め
、が
ん
治
療
の
前
に
精
子

や
卵
子
等
を
採
取
し
凍
結
保
存
す
る「
妊
よ
う

性
温
存
治
療
」を
行
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。こ
の

治
療
に
は
、公
的
医
療
保
険
の
適
用
が
な
く
、

経
済
的
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、40
歳
未
満
の
若
年
が
ん

患
者
を
対
象
に
、妊
よ
う
性
温
存
治
療
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、将
来
的
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
が
ん
治
療
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　「
子
育
て
し
大
県
〝
さ
が
〞
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
平
成
29（
2
0
1
7
）年
度
か
ら

毎
年
、吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の
入
園
料
が
無
料

と
な
る
招
待
券「
子
育
て
し
大
〝
券
〞
」を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
県
内
だ
け
で
な
く
、県
外
の
子
育
て
世
代
の

方
に
も
ご
利
用
い
た
だ
き
、来
園
者
数
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。園
内
に
は
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
の
巨
大
な
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な
ど
、楽
し

い
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る

エ
リ
ア
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
吉

野
ヶ
里
歴
史
公
園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
双
子
や
三
つ
子
な
ど
の
多
胎
妊
娠
や
育
児
に

お
い
て
は
、情
報
が
大
変
少
な
く
、ま
た
、出
産

後
に
は
、子
ど
も
た
ち
の
授
乳
や
お
む
つ
交
換
、

夜
泣
き
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
こ
と
か
ら
、睡
眠
不
足
や
、外
出
や
家
事
の
困

難
さ
な
ど
に
よ
る
負
担
感
や
孤
立
感
が
生
じ
や

す
い
と
い
え
ま
す
。

　
県
で
は
、そ
う
し
た
多
胎
家
庭
に
寄
り
添
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、母
子
手
帳
の
サ
ポ
ー

ト
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
提
供
や
、ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
養
成
し
た
多
胎
育
児
経
験
者
と
の

交
流
や
育
児
相
談
、ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
よ
る
家

事
や
外
出
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
県
全
域
に

広
げ
る
こ
と
で
、少
し
で
も
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
小
児
・
A
Y
A
世
代（
A
d
o
l
e
s
c
e
n
t

a
n
d 

Y
o
u
n
g 

A
d
u
l
t
）と
呼
ば
れ
る

40
歳
未
満
の
若
年
が
ん
患
者
の
皆
さ
ん
は
、環

境
の
変
化
が
大
き
い
時
期
で
あ
り
、他
の
世
代

と
は
異
な
る
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

１【多胎家庭】 こども家庭課 ☎0952-25-7056      kodomo-katei@pref.saga.lg.jp
　　　　　　 さが多胎ネット       http://ameblo.jp/greenpeas2004/
２【がん対策】 がん撲滅特別対策室 ☎0952-25-7491      kenkouzoushin@pref.saga.lg.jp
　　　　　　 がんポータルさが       https://www.ganportal-saga.jp/josei/aya

３【吉野ヶ里歴史公園】 都市計画課 ☎0952-25-7159      toshikeikaku@pref.saga.lg.jp
４【不登校支援】 学校教育課生徒支援室 ☎0952-25-7222      gakkoukyouiku@pref.saga.lg.jp

お問い合せ先

1

「
子
育
て
し
大〝
券
〞2
0
2
0
」

で
吉
野
ヶ
里
へ
G
O
！

URL

URL

3

多
胎
家
庭
の
妊
娠
期
か
ら
の

支
援
を
行
い
ま
す

support

子育てを支えあう

2

が
ん
に
な
っ
て
も
子
育
て
の

希
望
を
持
て
る
よ
う
に

❶利用期間
　令和2年9月1日（火）～
　　　　令和2年11月30日（月）
❷対象
　中学生以下のお子様連れの方
　（招待券1枚につき、お子様を含む最大10名様まで無料招待）
❸入手方法

子育てし大“券”2020

方法1

方法2

吉野ヶ里歴史公園公式LINE
より招待クーポンを入手
各種広告媒体、リーフレット
より招待券を入手

　
県
教
育
委
員
会

で
は
、魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
と
と

も
に
、不
登
校
児

童
生
徒
が
主
体
的

に
社
会
的
な
自
立
や
学
校
復
帰
に
向
か
う
た
め

の
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、不

登
校
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。今
年

度
は
あ
ら
た
に
、不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様

で
適
切
な
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、県
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー「
し
い
の
木
」に
不
登
校
対
応

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。こ
う
し
た
段
階
的
・
総
合
的
な
支
援
を

通
し
て
、不
登
校
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
の

進
路
を
主
体
的
に
捉
え
て
、社
会
的
に
自
立
し
、

安
心
し
て
学
校
へ
復
帰
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。相
談
や
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
学

校
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す

4

多胎家庭サポート事業

情報提供
理解促進

・母子健康手帳のサ
  ポートブック配布
・支援者研修や講演会

多胎家庭への
 ヘルパー派遣

・家事援助
・外出支援

多胎育児経験者
 によるピアサポート

・ピアサポーターの養成
・多胎妊婦等の交流会
  相談支援

妊孕性（にんようせい）温存治療支援事業
対象となる方

助成上限額

■ 県内在住の40歳未満のがん患者
■ がん治療により妊よう性が低下する又は
　失う恐れがあると医師に診断された方 など

精子の採取・凍結保存

※卵子の採取及び胚（受精卵）の凍結、卵巣組織及び
　手術を伴う精子の採取・凍結を含む

卵子等の採取・凍結保存※
3万円
25万円

さがっぴぃ

佐賀県子育て
応援キャラクター
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お問い合せ先

　
佐
賀
県
は
、人
口
10
万
人
当
た
り
の
人
身
交

通
事
故
発
生
件
数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
に

あ
り
ま
す
。本
年
は
、交
通
死
亡
事
故
が
増
加

し
て
お
り
、と
り
わ
け
、夜
間
に
道
路
横
断
中
の

歩
行
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
、交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、「
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優

先
」「
夜
間
の
走
行
は
原
則
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
使

用
」と
い
う
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と
と
も
に
、

「
歩
行
者
は
反
射
材
を
着
用
す
る
」と
い
う
心
が

け
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、佐
賀
県
の
人
身
交
通
事
故
の
約
半
数

は
追
突
事
故
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
前
を
よ
く
見

る
」｢

十
分
な
車
間
距
離
を
と
る｣

こ
と
が
事
故

防
止
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

○ 

車
間
詰
め
て
も
よ
か
ろ
う
も
ん

○ 

ス
マ
ホ
使
っ
て
も
よ
か
ろ
う
も
ん

○ 

信
号
守
ら
ん
で
も
よ
か
ろ
う
も
ん

○ 

合
図
出
さ
ん
で
も
よ
か
ろ
う
も
ん

こ
う
し
た「
佐
賀
の
よ
か
ろ
う
も
ん
運
転
」を
な

く
し
、安
全
で
安
心
な
佐
賀
県
の
実
現
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の「
声
か
け
」「
つ
き
ま
と
い
」の
認
知
件

数
は
、2
0
3
件
で
し
た
。年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、平
成
27（
２
０
１
５
）年
の
1
3
6
件
と
比

較
す
る
と
約
1
・
5
倍
と
、子
ど
も
や
女
性
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
犯
罪
の
起
き
に
く
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
は
、人
の
目
に
よ
る
見
守
り
活
動
に
加
え
、

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
機
械
に
よ
る
見
守
り
の
目
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　「
仕
事
」「
散
歩
」「
花
の
水
や
り
」な
ど
、普
段

の
生
活
を
通
じ
て
地
域
を
見
守
る「
な
が
ら
防

犯
」や
通
学
路
等
の
危
険
箇
所
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
な
ど
、ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
の
環
境

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、県
民
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、安
心
し
て
暮
ら
せ

る
佐
賀
県
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
県
で
は
、森
・
川
・
海
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
、未
来
へ
継
承
す
る
た
め「
森
川
海
人
っ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。県
民
の

皆
様
に
、森
・
川
・
海
で
の
体
験
を
通
し
て
佐
賀

の
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、楽
し
ん
で

い
た
だ
く
と
と
も
に
、保
全
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、「
K
A
W
A
R
U
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
始
動
し
、県
民
の
皆
様
が
気
軽
に

川
に
親
し
む
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
応
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
開
催
等
に

新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
団
体
へ
の
活
動
支
援

事
業（
K
A
W
A
R
U
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
）や
、

河
川
愛
護
推
進
団
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
た
め
の
交
流
会
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
さ
れ
た
方
々

が
、楽
し
く
学
び
体
験
し
な
が
ら
川
を
身
近
に

感
じ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

１【森川海人】 河川砂防課 ☎0952-25-7540      kasensabou@pref.saga.lg.jp
　　　　　　 佐賀県HP＞県土・まちづくり＞河川・砂防       https://www.pref.saga.lg.jp/list00675.html

２【よかろうもん運転】 警察本部交通企画課 ☎0952-24-1111（代表）
３【安全安心なまちつづくり】 警察本部交通企画課 ☎0952-24-1111（代表）        http://www.police.pref.saga.jp

お問い合せ先
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environment

くらしを守る

森川海人っプロジェクト
キャラクター
森川海人くん
もりかわかい と

防犯ボランティア防犯ボランティア

事 業 所事 業 所

県 民県 民 警 察警 察

学 校学 校 市 町市 町

県県

人の目（見守り活動）

機械の目（防犯カメラ設置）
安全・安心

防犯に配慮したソフト面ハード面の環境整備

川をもっと身近に、川が楽しくKAWAる

唐津市
（河川に残る土木遺産の学習会）

鹿島市
（鮎獲り体験）

嬉野市
（救命救急講習会・河川清掃）

伊万里市
（川床体験）

防犯カメラ
設置推進

防犯 防犯

防犯防犯
防

昨年度のチャレンジ事業実施
状況
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財政課 ☎0952-25-7013      zaisei@pref.saga.lg.jp
ホームページ＞県政情報＞財政・予算・県庁運営＞財政状況・予算・決算＞令和2年度予算

人口の動態
資料：県統計分析課［推計人口／令和元年度（2019年度）］

※人口は各年10月1日現在。
※社会・自然動態の数値は、各年とも前年10月1日から当年9月末までの1年間の集計である。

人口ピラミッド
資料：県統計分析課［推計人口／令和元年度（2019年度）］

世帯数及び世帯人数の推移

（万人）

（年）

令和元年県人口 814,211人

県人口

転出

転入
出生

死亡

令和元年転出 20,188人

令和元年転入 19,048人
令和元年死亡 10,035人

社
会
減

令和元年出生 6,276人

（万人）

※各産業の構成比の中には、輸入品に課される税等を含んでいないため、
　合計は100％にならない。

※構成比は、分母から「分類不能の産業」を除いて算出した。

※人口は令和元年10月1日現在。
※ただし、年齢不詳者を除外しているため合計とは一致しない。

（千人）

就業人口の推移
資料：総務省「国勢調査」

世 界 に 誇 れ る 佐 賀 県

S60 H1 5 3010 15 20 25

85

80

社
会
・
自
然
動
態

県
人
口

自
然
減

総世帯数

男 385,468人

老齢人口65歳以上
102,899人

生産年齢人口15～64歳
223,738人

年少人口0～14歳
56,378人

8 8

女 428,743人

老齢人口65歳以上
142,000人

生産年齢人口15～64歳
231,038人

年少人口0～14歳
53,802人
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80
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（％）

H2 7 12 17 22 27

55.4％ 57.8％ 60.9％ 64.1％ 66.2％ 67.1％

29.1％

15.5％

29.4％

12.8％

27.5％

11.5％

24.9％

11.0％

24.2％

9.5％

24.2％

8.7％

71.0％

25.0％

4.0％

27S60

53.4％

27.8％

18.8％

410,237人 419,636人 426,775 人 443,037人 431,457人 423,379人 409,277人 58,919,036人

（年）
〈全国〉

7 76 65 54 43 32 21 10 0
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第１次産業 第２次産業 第３次産業

1,232億円

<H29年>経済産業省「工業統計調査」

6,590トン 

<R1年産>農林水産省「果樹生産出荷統計」

18億1,703万枚18億1,703万枚 1億9,400万円1億9,400万円

<H30年>農林水産省「漁業・養殖業生産統計」

シリコンウエハ出荷額
（表面研磨したもの）

ハウスみかん出荷量
収穫量も日本一

板のり収穫量

1.64

全国シェア 25.9％

<H29年>農林水産省「漁業・養殖業生産統計」

このしろ生産額

全国シェア 24.6％全国シェア 36.0％全国シェア 24.9％

佐賀県の産業 佐賀県の人口（億円）

R2H18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 （年度）

当初　※骨格時は６月補正後
最終

予算規模の推移 歳入予算

4,856
億円

歳出予算

4,856
億円

教育費
1,172
（24.1％）

自主財源
1,844（38.0％）

県税
883

（18.2％）

諸収入287
（5.9％）

その他674
（13.9％）

国庫支出金612
（12.6％）

県債760
（15.6％）

その他167（3.5％）

地方交付税
1,473
（30.3％）

依存財源
3,012（62.0％）

公債費
596

（12.3％）

土木費
541

（11.1％）

民生費
543

（11.2％）

農林水産業費
310（6.4％）

総務費
417

（8.6％）

商工費
342（7.1％）

衛生費
280（5.8％）

警察費
215（4.4％）

その他
440

（9.0％）

4,212

4,856

全国
1位

全国
1位

全国
1位

全国
2位

全国
3位

全国
7位

全国
1位

全国
5位

全国
1位

全国
1位

全国
1位

令和２年度佐賀県の当初予算 佐賀県のすがた

※1世帯あたりの人員数は、一般世帯数、一般世帯の人員数により算出している。
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5

600000.000

90

電気・ガス・水道・
廃棄物処理業2.5％

その他のサービス4.2％

経済活動別県内総生産の構成比
資料：県統計分析課「平成29年度　県民経済計算」

第１次

第２次

第３次

鉱業0.0％
農林水産業3.0％

製造業
23.8％

建設業
6.5％

不動産業
10.1％

公務5.3％

教育5.8％

専門・科学技術、業務
支援サービス業4.8％

運輸・郵便業4.9％
宿泊・飲食サービス業2.3％情報通信業2.6％

保健衛生・
社会事業
9.7％

金融・保険業3.7％

卸売・
小売業
10.1％

※一人当たり県（国）民所得は、企業の所得なども含んだ指標であり、
　個人の給与や収入を示したものではない。

県民所得の推移（一人あたり）
資料：県統計分析課「平成29年度　県民経済計算」

（%）

（万円）
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賀
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国

国民所得

※R1年度の最終は、新型コロナ対応予算反映後の数値。

佐 賀 が 誇 る 宝

<R1年厚生労働省「人口動態統計（概数）」>

94.6%63.4施設

<H30年度>文部科学省「学校における
教育の情報化の実態等に関する調査」

<H30年度末>厚生労働省「衛生行政報告例」

合計特殊出生率普通教室の
大型提示装置整備率
普通教室の
大型提示装置整備率

人口10万人
当たり薬局数

子 育 て し や す い 佐 賀

13.5%

<R1.10.1>総務省「人口推計」

68.7%23.0人

<R1.12.25>厚生労働省「障害者雇用状況の
集計結果」

<H30年>消防庁「消防白書｣、
総務省「住民基本台帳人口（H30.1.1)」

年少（15歳未満）
人口割合

72.5%

正規職員・
従業員割合
（15～34歳）

障害者の法定雇用率
達成企業の割合
障害者の法定雇用率
達成企業の割合

<H29.10.1>総務省「就業構造基本調査」

人 が 輝 く 県

全国平均 47.1施設 全国平均 52.2％

全国平均 6.6人 全国平均 48.0%

全国平均 1.36

全国平均 12.1%

人口1,000人
あたり消防団員数
人口1,000人
あたり消防団員数
人口1,000人
あたり消防団員数

資料：総務省「国勢調査」 １世帯あたり人員
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